
資料４－１ 

【麻しん】             （2026 年 1 月 20 日現在 感染症発生動向調査による） 

 

（１）年別届出数の推移（全国と神奈川県、2018 年～2026 年第７週） 

2025 年神奈川県における取り下げ症例数は 196 件（全届出数のうち 82.7％） 

削除理由 症例数／全取り下げ症例数に対する割合 

急性期の PCR 検査陰性による取り下げ 184／93.9％ 

急性期の PCR 検査陰性以外の届出基準に合致しないことによる

取り下げ 
7／3.6％ 

複数医師からの同一症例に対する届出の取り下げ（二重登録） 2／1.0％ 

システム不具合による重複登録や操作ミスによる誤登録の削除 2／1.0％ 

テスト入力 1／0.5％ 

 

（２）週別の届出数（神奈川県、2025 年、n＝41） 

 

（３）保健所別の届出数（神奈川県、2025 年、n＝41） 
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（４）年齢群別性別の届出数（神奈川県、2025 年、n＝41） 

 

（５）ワクチン接種歴別病型別の届出数（神奈川県、2025 年、n＝41） 

ワクチンの種類、接種年月日の記載が揃っているものを１回分として計上し、いずれかが不明の場

合には接種歴不明とした。 

 

（６）推定感染地域別の届出数（神奈川県、2025 年、n＝41） 

 

（７）令和７年度麻しんワクチン緊急接種事業 

保健所によって麻しん患者との接触者として特定された者のうち、希望者が円滑に緊急接種（任意

接種）を受けることのできる体制を整備することを通じて、接触者の発症予防と県内における麻しん

のまん延防止を図り、もって公衆衛生に資することを目的としたものである。 

詳細は資料４－２参照のこと。 
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